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聖書 にあらわれた系譜性

小 田 丙 午 郎*

GenealogyinBiblicalPointofView

HeigoroODA

(1977年9刀30日 受 理)

は じ め

我は天地の造 り主,全 能 の父 なる神 を信ず.我 はその独 り子,我 らの主,イ エス ・キ

リス トを信ず.主 は聖霊に よ りてや どり,処 女 マ リヤよ り生れ,ポ ンテオ ・ピラ トのも

とに苦 しみを受け,十 字架につけ られ,死 にて葬 られ陰府 に くだ り,三 日目に死人の う

ち よ りよみがえ り,天 にのぼ り,全 能の父な る神 の石 に座 した まえ り,か しこよ り来 り

て生 ける者 と死ぬる者 とを審 きた まわん.我 は聖霊を信ず,聖 なる公 同の教 会,聖 徒の

交わ り,罪 の赦 し,身 体 の よみがえ り,永 遠の生命を信ず.

上 掲 の文はSymbolumApostolium,Apostles'Creed1)す な わち使徒信条 の訳文 であ り,

2世 紀 後半に ローマ ・カ トリック教会 に よって集約 され また要約 された キ リス ト教徒 の信

仰告 白であ り,さ らに引 き続 きこれは,カ トリヅク教 会は もちろん16世 紀 以後 の プロテス

タン ト教会に も採用 されて今 日にお よん でいる.

宗 教にはNuminose2)が つ きものであ るとはい},上 の使徒信 条には一読 して一般人の

理性 を納得 させ ない ものがあ る。 イエ スが処女か ら生れ た とい ういわゆ るVirginbirthも

そ の0つ.わ た くしは本論文 において生物学的見地に立 ち,そ の合理 か非合理かに言及 し

よ うとは しない.」 方わた くしは処女降 誕に神学的立場か らそ の理論づ けを試 み よ うとは

しない.わ た くしは本文におい て,先 ず処女降 誕が記 されてい るマタイによる福音 書 とル

カに よる福音書において これ まで人が軽 く読みす ごして来た箇所を指摘 し,そ こか ら聖書

にあ らわ れた二つの対立す る系譜性 と非系譜性 を紹 介 し,最 後に非系譜性 の立つ究極 の論

拠 を追求 して行 きたい.

イ エ ス の 系 譜

イエスの伝記が記 され ているのは新約聖書の うち マタイ,マ ル コ,ル カとヨハ ネの名を

冠す るxaza躍 α0θαλoγ・%ατα1レαρ%oγ,%αταλo"%αγ,%ατα1ωαγ2,ηγ すなわち マタイに よる

福音書・ マル コに よる福音書,ル カに よる福音 書 とヨハ ネに よる福音書 のいわゆ る四福音

書 である・(以 下わた くしは これ らの名称 を省略 しマタイ,`7ル コ,ル カ とヨハネ とす る) .

そ してこれ ら四つ の福音書の うち,マ タイ,マ ル コとル カ とは記事 内容が共通の資料に基

くものがあ るとされ るところか らSynopticGospels3)共 観 福音書 と呼 ぼれ,ヨ ハネはそ

の観点 と文体が異 っているた めにThefourthgospel第 四 福音書 と名づけ られ ている
.
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以上の四つの書で処女降誕 とそれ までの系 図を記 しているのはマ タイ とル カ.ヨ ハネは

この記事に触れず,む しろこの史実を前提 としたか の ように,こ れに次の よ うに神学的解

釈を加えてい る.

xai6λ6γo⊆ σdρξδγ{≦ッετo・

そ して言は 肉体 とな った.璽

上 のよ うに処女降誕に関す る記事 にマタイ とル カに収 め られてい るが本文では主 として

マタイか ら引用す るこ とにす る.人 も知 る よ うにマ タイは新約聖書27巻 の 壁頭におかれ,

そ の開巻には下 のよ うに イエスの系 図が書か れてい る.

ア ブラハムの子 である ダビデの子,イ エス ・キ リス トの系図.

ア ブラハムは イサ クの父であ り,イ サ クはヤ コブの父,ヤ コブは ユダとそ の兄弟た ち と

の父,ユ ダは タマルに よるパ レス とザ ラとの父,パ レスはエ ス ロソの父,エ スRソ は ア

ラムの父,ア ラムはア ミナ ダブの父,ア ミダブはナ アソソの父,ナ ア ソソはサルモソの

父,サ ルモ ンは ラバ グに よるボ アズの父,ボ アズはル ツに よるオベデの父,オ ベデは エ

ヅサイの父,エ ッサイは ダビデ王の父であ った.ダ ビデは,ウ リヤに よる ソロモソの父

であ り,ソ ロモ ソは レハベ アムの父,レ ハベ アムは ア ビヤの父,ア ビヤはアサの父,ア

サは ヨサパテの父,ヨ サパテは ヨラムの父,ヨ ラムは ウジヤの父,ウ ジアは ヨタ ムの父,

ヨ タムはアハ ズの父,ア ハ ズは ヒゼキ ヤの父,ヒ ゼキヤは マナセの父,マ ナセはアモ ソ

の父,ア モ ンは ヨシヤの父,ヨ シヤはバ ビ ロンへ移 された ころ,エ コニヤ とその兄弟た

ち との父 とな った.バ ビ ロンへ移 されたの ち,エ コニヤは サ ラテルの父 とな った.サ ラ

テルは ゾロバベルの父,ゾ ロバベルは ア ビウデの父,ア ビウデはエ リヤキ ムの父,エ リ

ヤキ ムは ア ゾルの父,ア ゾルはサ ドクの父,サ ドクはアキ ムの父,ア キ ムはエ リウデの

父,エ リウデはエ レアザルの父,エ レアザルはマタンの父マタ ンはヤ コフの父,ヤ コフ

は マ リヤの夫 ヨセ ブの父であ った.こ のマ リヤか らキ リス トといわれ るイエ スがお生れ

にな った.1.1-16

上 の 訳文は原文の内容をあや ま りな く伝 えている.が これを さらに原意に近け るために

次の二 つを付言 したい.出 産の主体を母性 に帰す る現 代人 とは異 な り,古 代人は これを父

性に した.原 文にはそれが反映 され下 のよ うに記 されてい る.

'・4βραdμ'Eγ6朋 σεγzov'16aax,'laaaxδ 歪'Eγε宴,γησεγtov'zα%ω β ・・…・

において用い られてい る'Eγ ε1,γησεγ は γεγγdω のaoristtense.英 語 のbeget,4)ド イ ツ

語のerzeugenが これの訳語 と して応わ しい.こ の点では文語訳の よ うに アブラハムイサ

クを生み,イ サ クヤコブを生み…… とす る方 が望 ましい.な お 日本語では敬語の らると

受身の らるとは同形 であ るところか ら,文 意 が不明にな ることもあ る.前 に掲げた文の終

わ りの`お 生れにな った'原 語,Eγ εγ1・ηθη はすでにあげた γεγ画ω のAoristで 受 身.

イエスの系図の問題点

マタイは直接 に聞知 しまた 間接 に 口伝 もし くは資料に よるイエ ス ・キ リス トの出来事 を

整理 し,こ れ らに旧約聖書 の予言5)が 成 就 した裏づけを してい る.そ れは植物 を採集 した

学者が 図鑑 に照合 してその学 名をつ け るのに も似てい る.マ タイは メシア待望 の路線 の方

向を アブラハム とダ ビデの末商 に定 めた.彼 の記す ところに よれば イエスは ヨセ ブと婚約

中のマ リヤか ら生れた.そ して ヨセ ブは ダビデの血統を引 くもの とされ てい る.し か しマ

リヤについ てはそ の父の名 も母 も示 されていない.も しマ タイが 旧約聖書 の予言が そのま

まに実現す ると信 じた とすれ ば,マ リヤを こそ ダビデの系譜のなかに入れ なか った のは な
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ぜ で あ ったろ うか.

わた くしは ここで再 び植物を採集す る学者の例を とろ う.も し彼 が採 集 した植物のなか

に図鑑 か ら漏れてい るのがあ る場合,彼 は どの よ うな態度 を とるであろ うか.旧 約聖書の

予言 にイエス ・キ リス トの生涯 を照合 させ よ うと しマた タイもこのよ うな苦境に直面 しな

か ったであろ うか.

一 方 ルカの記 すマ リヤ もまたヘ ブル人へ の手紙の筆者の表現を用 いれぽdγ εγεαλ6γητo⊆(系

図のない)で ある.繰 して記せ ぽ処 女降誕は使徒信条の箇条 とな り,カ トリヅク教 会には

この一条が 占める比重は非常 に重 い.か れ らはマ リヤの処女性 につい て強調 しこれ をさ ら

に神性7)に 高 め よ うとす る.だ がかれ らはマ リヤの系譜外存在に関 して どれだけ の関心を

見せた であろ うか.他 方 マ リヤの夫 ヨセ ブに絡 んで,ル カは次の記事を収め てい る.

そ の ころ,全 世界の人 口調査をせ よ との勅令が皇 帝8)ア ウ グス トスか ら出た.こ れは,

ク レニオが シ リヤの総督であ った時に行 なわれた最初 の人 口調査であ った.人 々はみな

登 録をす るためにそれぞれの町へ帰 って行 った.ヨ セ ブも ダビデの家系であ り,ま たそ

の血 統であ ったので,ガ リラヤの町 ナザ レを 出てユダヤのベ ツレヘ ムとい うダビデの町

へ上 って行 った .そ れはすでに身重には っていた いいなづ けの妻 マ リヤ と共に登 録す る

ためであ った.

以上 の よ うな ローマ政府 のユ ダヤの統治の脚光を浴せなが ら ヨセ ブの地縁 につ なが る系

譜 を浮彫)`YYI_._して い る.彼 は しか しマ リヤについ てはそ の出生地 ナザ レをあげ るに とどめて

い る.

非系譜性 につ いて

旧約聖書はヤハウエの選民としてのユダヤ人の歴史であると言っても差支がない.人 も

知るようにユダヤ人を構成するものは複雑な部族である.そ してこれらの部族のすべてが

神の選民とされたのではない.神 が選びその子孫は末長い祝福を約束したのは集団として

の部族ではな く,そ の部族9)の 代表者であった.例 えぽマタイがイエスの系図のはじめに

かかげたアブラハムのような選民とされた部族か らさらに新 しい部族が派生する.こ こに

おいて旧い部族と新 しい部族との間で系譜について正潤が論議され論争されて来る.創 世

記に記されているアブラハムの正妻サラ10)と側女ハガイとの物語はこの消息を如実に語っ

ているのではなかろ うか.

このような視点に立ってユダヤ人の歴史を一見する時系譜がかれらに持つ意義はあたか

も古代ギ リシャ人の所属するπ6λ`⊆の住民証明のようなものではなかったろうか.ユ ダヤ

の歴史はまたヤハウエの自己啓示のそれでもある.神 が 自己を啓示 した様式は多種多様で

あったが主として特定の歴史的人物に対 してであった.ユ ダヤ人にはそれゆ}に その祝福

を約束 された人物の血統にあやかることは同時にその人に約束 された祝福にあやかること

であった.で はユダヤの歴史上で神の祝福を受けたと公認されたのは誰であったか.そ れ

はさきにあげたアブラハムは言わずもがなのこと,イ スラエル統一国家の王11)ダビデ ・マ

タイがイエス ・キ リス トの系譜を族長アブラハムと王者ダビデに限定 したのはメシア系譜

の本筋を旧約聖書12)によって捉えた と言えるのではなかろうか.紀 元前6世 紀のバビロン

捕囚以後 メシア路線に沿いどのような系譜論争がなされたか.こ れはわた くしには今後の

課題 として残 されたままになっている.

バビロソ捕囚以後,ユ ダヤ民族の課題 となったのは神殿の再建であった.こ の神殿がエ

ルサレムに再建されるにつれSacrificesystemが 確立された.こ こにいた り,祭 司の地位
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が高 ま り,ア ロソの血統をひ くものの家系 が誇 られた ことは容易に考 えられ る.ア レキザ

ーダー大王の東方征服か らヘ ロデ王朝 まではユ ダヤは殆 どシ リヤ,ロ ーマの外 国に支配 さ

れた.こ の間の祭 司14)た ちは外 国支配 に対 しては文 字通 り風 にそ よ ぐ葦 であ った.一 般民

衆には もはや家系が魅力 の対象 とは な らず,む しろかれ らには この よ うな外 国支配 に抗 し

民族の独立を守 りその伝統を保ち,信 仰 を続け る新 しい人 間像 であ った.こ うした一般民

衆の要望に応}て 起 ち立 った のは いわ ゆるPharisee派 で あ った.か れ らは家系 を看板 にす

るBlutadel(血 統 貴族)で はな く,実 力を訴}るDienstadel(恩 功 貴族)と な った.イ エ

スが教敵 としそ してイエスに向 って挑戦のは外な らぬ このパ リカイ派 であ った ことは人に

知 られてい るところであ る.

上 に述 べた ところか ら,イ エ スの時代には殊にかれ の弟子た ちに よって系譜が演 じた役

割 に疑義 が持 たれ検討 されていたのであ ろ う.ア ブラハムの子 であ るダビデの子であ るイ

ェス ・キ リス トの系図を筆頭に して,こ の テーマを展開 しているマタイに よ り福音書の記

者 も これ について旧約聖書を見 る立場を変 えた.す なわ ち この福音書 の記 者の救済 史観は

次 の よ うに簡 単)T`..要約 で きるであろ う.神 の救いは系譜 に従 い しか も系譜 に とらわれ るこ

とがない.彼 が ダビデの系譜を ヨセ ブに付与 しなが らマ リヤのそれ は不 明に したのは如上

の救済 史観に もとつ くのであろ う.こ れは ルカの立場 でもあった.か れ らには ヨセ ブは系

譜路線 の最後 の人,マ リヤは非系譜のス ター トとな った最初 の人 である.そ して ここに も

かれ らは旧約 と新約,ユ ダヤ教 との分岐点に道標を設けた のでは なか ろ うか.

非系譜の精神史的考察

(1)

`?タ イ
,マ ル コ,ル カとヨハ ネの四つの福音書で イエ スの宣教 に先立 って登場す るのは

バ プテスマの ヨハネである.彼 の人物 と活動 と評価については四人の記者は筆 をつ くして

いる.彼 が ヨル ダソ川で βdπτ`σμαμεταッolα⊆εな δφεσ〃dμ αρτ`伽 罪をゆ る しを得 させ る

バ プテスマを施 した時,パ リサイ人 サ ドカイ人を含めた全 ユダヤの人が集 った .こ の時 ヨ

ハネが人 々に告 げた言葉 としてマ タイに記 されてい るのは次の よ うであ る.

まむ しの子 らよ.迫 って きてい る神の怒 りか ら,お まえたちはのがれ る とだれが教 えた

のか.だ か ら,悔 改めに応 わ しい実を結べ.自 分たちの父には アブラハムが あるな どと

心 の中で思 ってもみ るな.お まえたちに言ってお く.神 は これ らの石 ころか らでもアブ

ラハムの子 を起す こ とが できるのだ.3.7-9

ヨハ ネは殉教 の死を とげた .イ エスの宣教 はその直後に始め られた.そ してイエスの宣教

が要約 されてい るのは下 の0句 とされ ている.

πεπλ形ρωτα`Cκ α`ρ69%α～形γγ`κεツカ βααλε♂αzovθ ε0δμετω0εττε:taiπ6στε拶ετεεγ

ZCUε唇αγγε〃ω・

すでに約束の時が満 され神 の国は近い て来た.心 を変 え この喜 ぽ しい使信に信 じ入

れ.試 訳

ヨハネとイエ スの宣言の間には語気 と語義 と内容 にお いて異 なる ものがあ りその次元の

高低には一線が画 されなければな らな い.イ エスの宣言は しか しヨハネのそれを補充 しい

な充足 した ものであ る.か れ らは宣教 の方法 と順位 の点 で相通ず る ものがある.か れ らは

いずれ も世の終わ りとその さば きを宣告 し,悔 い収めを促 した .悔 い改 めの原語 は前 記 し

た μεταッ6`αに は ドイ ツ語のSinnesveranderungの 訳 話が 当て られ ている.

で はかれ らは どの よ うな順序 で同胞に悔改めを迫 った のであろ うか.先 ず ヨハネの場合
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を あ げ ると禅家の脚下顧 照のモ ッ トｺ一を思わせ るよ うなそれぞれの人にそれぞれに課せ ら

れた義務 を果す よ うに,例 えぽ兵士には"人 をお どか した り,だ まし取 った りしてはいけ

ない"."自 分 の給 与で満足 していな さい".と か 取税人 には"き まってい るもの以上に取

り立 ててはいけない".と 戒 めてい る.が 彼 の究極 の意 図 とした のは"自 分たちの父にア

ブラハ ムがあ るな どと心の中で思 って も見 るな".と 言 う言葉 を変 れぽ"君 たちが これ ま

でいだいて来た選 民意識 をす っか り精算せ よ".と 訴 えるこ とにあった のではなかろ うか.

一 方
,イ エスの宣教 の主題 は神の国であ ると言われ てい る.マ タイは殊 にイエスの天国の

教義 を集成 しようとつ とめてい る.

イ エスの教訓 を代表す る ものは世 に言 う山上の垂訓で ある.こ れ の教訓 の対 象 となった

のは一般民衆 でな く,か つ ての教訓は天国の市民の資格づけを前提 とした とは多 くの注解

者 の見解 である.い ま山上 の垂 訓の一節を下に紹介す る.

「目には 目を,歯 には歯 を」 と言 われていた ことはあなたがた の聞 いている ところであ

る.し か し,わ た しは あなた がた に話 う.悪 人に手向 うな.も し,だ れかが あなた の右

の頬を打つ な ら,ほ か の頬 をも向けてや りな さい.あ なたを訴Z.て 下 着 を取 ろ うとす る

者 には,上 着 をも与 えなさい.も し,だ れかが,あ なたを しい で 一マイルを行かせ よ う

とす るな ら,そ の人 と共 にニ マイル行 きな さい.求 め る者には与え,借 りよ うとす る者

を断 るな.マ タイ,5.38-42

この 教訓は,し か し当代の ユダヤ人 の実存 と実態 とを反映 していたであ ろ うか.こ れ とは

うらは らにかれ らが暴 に報い るに暴 を以て した ことは新約聖書の随所か ら うかがわれ ると

ころであ る.

繰 返 して記せば,イ エ スの宣教の テーマは"神 の国"で あ る.神 の国 とは天上的彼岸的

霊的な共同体であ る.こ の よ うな神の下に(underGod)あ る天的彼岸的 内的な共同体に

対 し神に逆い(againstGod)そ して悪魔の支配下に(underSatan)あ る地的此岸的 内的 な

共同体を新約聖書は%oσ μo⊆ と言い 日本語訳聖書 には この世 と訳 されてい る.

次 は山上の垂訓の中の祈 に関す るイエスの教 え.

6λθdτω 舜βασ`λε`αGov●

御 国が来 ます よ うに.6.10

以 上 に よれば,神 の国は未到の状態 であ り,そ して不可見であ る.こ れに対 しこの世が可

見であ り,現 存 であ ることは新約聴書 の多 くの ところで記 されてい る.イ エ スの時代には

ユダヤが ローマに統治 されていた.イ エスには0般 のユ ダヤ人 と同 じよ うに ローマ帝国は

EHuos訳 せ ぽ異邦であ った.ま た これが%6σ μ・S15)に 含 まれ,し か もそれを代表す るもの

とされた ことは明 らかであ る.

ローマ帝国は確かにxoa',uosに 含 まれ る.が この世 に属す るものは ローマであ りユダヤ

は これか ら除外 されたのであ った ろ うか.四 福音書が これにつ いて証 す るものはその反証

であ りまたそれへの反論であ る.こ こで第四福音書 のイエスの言葉 を利用 し上の例証の一

つ としよ う.

ey
μετ⊆6%τ ・δπατρ69τ・δδ`αβ6λ・vnazixuiτd⊆ επδ0"μα9τ・δπατρδ⊆蜘 γθελετε

π06ετッ●

あなたがたは 自分の父,す なわち,悪 魔か ら出てきた者 であって,そ の父の欲望 ど

お りを行なお うと思 ってい る.ヨ ハ ネ8.44
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(2)

旧 約 時代すなわち イエ スの 出現以前 のユダヤの歴 史においては選民 としてのユ ダヤ人 と

異教 徒 としての異民族 との問には一線が設け られ ていた.新 約時 代別言すればイエス出現

以後 のキ リス ト教会 の歴史に入 って,ユ ダヤ人は神 の国の市民 か らあべ こべに一線 を画せ

られ,そ の結果かれ らの系譜 は言わ ぽ仏家の法名の過 去帳の よ うな存在 となった.他 方 ユ

ダヤ教徒 もキ リス ト教徒 も自己の存在 由の基礎 づけの拠 点 となったのはCanon(正 経)と

しての 旧約聖書であ った.そ してユ ダヤ人 か らこの旧約聖書の解釈 に関す る通 あるいは権

威 と見な され ていた のは これ までに上 げたパ リサイ派があ りそれ に加 え律法学者が あげ ら

れ る.イ エス15)と これ らの教役者た ち との論 争 と対立は 旧約聖書 にあ らわれた諸 問題 をめ

ぐってであった ことは福 音書を一読 した者には言 うまでもない.

こ こでわた くしたちは筆 をイエスか らパ ウロに移そ う.彼 は パ リサイ人であった.彼 は

キ リス ト教徒 の迫害 の張本人であ り,そ の仔細はその弟子ル カの筆にな る ∬ρdξε`⊆'・4π・一

στ6λωッ(使 徒行 伝)に 記 され てい る.彼 がなぜキ リス ト教徒を迫害 したか.彼 が 自らその

迫害者であった ことを新約聖書に収め られてい る書簡 の中で告 白 してい る.今 その一つを

引用すれば,
`E
ywyak伽66λdκ`・ τ・Sτ伽 απ・στ6λω〃,69ivxε`μ δδ%αγδ⊆%αλετσθα`dπ6στ・λ・s,

δ`6τ`6δ`ωξατつうγεκκλησ♂αッzov6EOv.

私 とい う私 は使徒 たちの うちで0番 の未輩であ り使徒 と呼ばれ る資格が ない.そ の

わけ は私 は神の教会を迫害 したのだか ら.試 訳 ユ リソ ト人へ の第一 の手紙15.8

で は彼 はなぜ キ リス ト教 会を迫害 したか.彼 の これについての弁 明は
り う う つ ラ ノう

αγtアoωツεπo`ησαεγa.nt6ira

不 信 仰で無知であ ったためにな した.試 訳 テモテ人へ の第一 の手紙1.12

と抽 象的な表現 し具体的な告 白は ここには され てい ない.彼 がキ リス ト教 徒の迫害 者か ら

その使徒に回心 した契機は ダマス コ途上 でのキ リス トとの出会であ った.こ の時キ リス ト

か らパ ウロへの名乗 りは次の とお りであ った.

,五1γ(6ε♂μ6,1ησoりGδQvδ`(乃%ε`9'

わ た しは,あ なたが迫害 しているイエスである.使 徒 行伝9.5

ル カはル カに よる福音書 の著者 でもあ りその美わ しい筆 緻 も鋭い史眼 とは教会史家たち

に注 目されてい る.彼 は短 い上 のイエスの 自己宣言 の中にパ ウロの迫害の理 由を示唆 して

い るのではなか ろ うか.つ ま りパ ウロが迫害 の対 象 としたのは栄化 された キ リス トではな

く,人 の子 と してのナザ レのイエスであったのではなか ったか.パ ウ ロも当時の0般 の ユ

ダヤ人の よ うに系譜へ の関心 とそれ か らの圧 力を免れ ることがで きなか った.こ の間の消

息が語 られ てい るのは次 の コ リソ トへ の第二 の手紙 の章句であ る.

"Ω
στ助 μετ⊆dπδvvv・ δδ6ツα・硲μμεγxataσdρ κα・EG%α δ εγ而 σκαμεツxatccσdρ%α

κρ`στ6ツ,d〃dvvv・ 編 τ`ycvcv6x・μεレ・

それだか ら,わ た した ちは今後,だ れを も肉に よって知 ることはす まい.か つ ては

キ リス トを肉に よって知 っていた として も,今 は も うその よ うな知 りをす まい.コ

リソ ト人への第二 の手紙5.16

前 掲 の文に二回使用 されてい る σdρ%αは新約聖書のギ リシア語 として独 自の意義 を持 っ

てそ してその内包の一つ と して系譜が含 まれてい ることは付言 され なければ な らない.イ

エ スがパ リサ イ派 と系譜問題を中心 として論争 し決裂 した ように,パ ウロもまたかれ らと

訣別す るに至 った過程 も次の章句に よって うかがわれ る.
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EZτ69δ ・%ετδ〃・sπεπ・cBEVat6〃 σαρ%`,6γめ μdλλ・v'

も しだれがほかの人が肉に誇 りを持つ と思 うな ら,私 はなおさ らの こと.試 訳 ピ

リピ人へ の手紙3.4

彼 は こ う述べ,ひ き続 き日本の戦記物語に登場す る武士 の名乗合 いの ごとく,割 礼を受け

た もの,イ スラエルの民族に属す るもの,ベ ニヤ ミソ族 の出身,ヘ ブル人の中のヘ ブル人,

律 法の上ではパ リサイ人 と豪語 しなが ら,そ れを結ぶ のは下 の一句である.

'且〃dδ τ〃α加 μα%ερδη.

そ れ らは しか し私には空 しい もの であ った.

他 面彼は肉を神の国 と関連づけて こ う言 う

σ(fρξxaiac,uaβ ασ`・λεεαγθε0δκ、ληρ0γ0μησα60vδ 渉γατα`,

肉 と血 は神の国を継 ぐことはで きない.コ リン トへ の第__..の手紙15.50

な お血 肉 と肉は異語であ ってその意味 内容は 同義 である.

(3)

再びマタイの系図に返ろ う.所 掲の系図に出生由来を明らかにすべ く,タ`7ル17)と ルツ

にウリア18)の妻の三人の女性の名が織 り込まれている.タ マルは売春婦,ル ッは異邦人,

ウリアの妻の名はバテセバ.ま たウリアとはダビデの忠臣.マ タイがこの系図の中に三人

の女性の名を挿入することによって意味 したのは何であったろ うか.想 うにこれは万世一

系の聖天子の系譜とは相違 し,末 喬に メシアを予言されたダビデ王朝の血の汚れ,血 の呪

い,血 の混 りを示唆 したものであろう.イ スラエル統一王国の名王とされるダビデ王の生

涯の汚点として聖書記者が特筆するのは上記のウルヤの妻 との不義密通である.ダ ビデは

しかし予言者ナタンに弾罪されて改俊 した.そ の心境をさながらに吐露したのは詩篇51篇

であると言われる.そ の前半を下に記せば

神よ,あ なたのいつ くしみによって,わ た しをあわれみ,あ なたの豊かなあわれみによ

ってわたしのもろもろのとがをぬ ぐい去ってください.わ たしは自分のとがを知ってい

ます.わ たしの罪はいつもわた しの前にあります.わ たしはあなたにむかい,た だあな

たに罪を犯し,あ なたの前に悪い事を行いました.そ れゆえあなたが宣告をお与えにな

るときは正しく,あ なたがさばかれるときは誤 りがありません.見 よ,わ たしは不義の

なかに生れました.わ た しの母は罪のうちにわたしをみこもりました.

前掲の訳文を逐一的な釈義は割愛 し,終 わ りの二節に触れれば,こ れらはヘブライ文学

の対句法(Parallelism)に より同0の 内容が表現されている.一 方生むには原語ヘブライ語

では震えるのみこもりには肉欲に燃えるの意味があると言 う.徒 ってこのことからもこの

作者が告白するものは自らの出生の由来,す なわち嫡子庶子私生子の戸i籍ではな く,血 統

の中に,血 統を通しての罪性ではなかろうか.マ タイが系図に加えているダビデの子ソロ

モンは賢王としてユダヤがヘ レニズム世界に被圧された時代には知恵の化身とされた.

「わたしもまたすべての人と同じ死すべき着土から生 まれ最初に造られたアダムの子孫,

母の胎で肉として形づ くられた.十 月に して血でかためられ男の種 と婚姻の楽しみから生

まれた.」 とは ソロモソの名を冠するソロモソの知恵の章句である.以 上は引用された詩

篇の作者とソロモソの知恵の編者の中にユダヤ人の系譜の誇 りから非系譜の謙虚への精神

過称が見出されるのではなかろうか.
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む す び

これ も す で に 述 べ た.ヨ ハ ネ に は 処 女 降 誕 の 記 事 が 欠 け て い る.マ タ イ と ル カ が 描 くの

は 処 女 マ リヤ か ら生 れ る ナ ザ レ の イ エ ス で あ る の に 対 し,ヨ ハ ネ が 示 す の は 肉 と な っ た ロ

ゴ ス,受 肉 の ロ ゴ ス と し て の キ リ ス トに よ る 霊 な る 人 の 誕 生 の 予 告 で あ る .

ソ0
σε`δε ぎλαβoッ αδτ6γ,δδω%εγ α"τoτ⊆ εξouσ♂αッ τ6κレα0εoδ γεγ6σθα`,zoisπ`σ τε60t,σ〃

εδ9τδ δッ0μαNavzov,δ`ovxξ ξ α`ματωッ0δ δ♂6%θ ε初 ματ09σ αρ%0ζ0δ δ86%δ ελημ(X7,0S

dッδρ()sdλλ,FxOEOv6γ εγγηθησαγ・

し か し彼 を 受 け い れ た 者,す な わ ち,そ の 名 を 信 じた 人 々に は,彼 は 神 の 子 と な る

力 を 与 え た の で あ る.そ れ ら の 人 は,血 す じに よ ら ず,肉 の 欲 に よ らず,ま た 人 の

欲 に も よ ら ず,た だ 神 よ り生 れ た の で あ る.ヨ ハ ネ,1.12-13

以 上 の 日 本 語 訳 に 二 つ を 付 言 し な け れ ば な ら な い.人 の 欲 と さ れ た 原 語d宴,δρ禽 は 伽 加 の

,genitive.こ れ に は 男 ま た 夫 の 意 味 が あ る.そ して 生 れ た 原 語6γ 躍 ηθησαγ は γε〃γdω の

aoristのpassive・ も し原 語 に 含 ま れ る上 の 語 義 と 語 の ニ ュ ア ン ス が 読 み 入 れ ら れ る な ら,

こ れ らは 正 し く前 節 に 紹 介 さ れ た ソ ロ モ ン の 知 恵 の 誕 生 観 と 対 脈 的 で あ る と 言 わ ね ば な ら

な い.肉 に あ る 人 の 誕 生 の 初 声 が 聞 か れ る.が 霊 に あ る 人 の そ れ は 聞 か れ な い,ま た 見 ら

れ な い.ヨ ハ ネ は そ の 機 微 を 下 の 比 喩 で 言 い 表 わ そ う と し て い る.

Toπ γεt,μα δπ・vθ6λε`π6ら%α ε切 即 ω吻avt・..,vux・2.'ELs,d〃'・vx・ 跡α9π6θ εツδρκετα`

ヘ リf/ノNど ノ ラ0ノ

xacπOU2,π αγε60ητωgεστ〃wasOγ εγεγγηεγ09εκzovπ γεUματ0⊆。

風は思いの ままに吹 く.あ なた はその音 を聞 くが,そ れが どこか ら来 て,ど こへ行

くかは知 らない.霊 か ら生れ るもの も,み なそれ と関 じであ る.3.8

序 に 霊 と肉との対立概念は パ ウRの 手紙 のなかに しぼ しば見出 され る.し か しこの二 語

相反す る対立が拡大 され深化 された のは ヨハネにお い て で あ る.ヨ ハ ネ に は δッθρωπog

卿 εりμαη%む 霊的人間が 伽θρωπ09aaorcros肉 的 人間 に対峠 して誕生 した ことの意義は人

類史上におけ るUr-Menschに 対 す るHomoSapienseの 出 現以上の ものであ った.返 ら

ぬ過去へ旧 きものを押 しや るのは歴史のながれ.旧 約に おける系譜 は無意義の ままに埋 没

したであろ うか.選 民の祖 アブラハ ムは死んだ.イ スラエル王 国の建 設者 ダビデ もまた.

しか し,マ タイに よればかれ らはな るほ ど塵に帰 した.に もかかわ らずかれ らを選 びかれ

らの子孫に永違の祝福を約束 した神は永遠であ る.い な,永 遠 の 自己同0者 である.

パ ウロは 自らに問 う.ア ブラハ ムの子孫 とは誰か.こ れが ア ブ ラ ・・ム の 血 統(Carna】

1ineage)に あ やか るものではな く,そ の霊統(Spirituallineage)を 継 く・ものの謂 である と

悟った時,旧 約の遺産が新約に受けつがれ,初 代キ リス ト教会 とイス ラエルの選民 の歴史

とは非 連続の連続の うちに連繋 され るよ うにな った.WeltgeschichteistWeltgericht.世

界歴 史 とは世 界審判な り.

私 は これ を これ まで本紀要に寄 稿 した論文において一度な らず引用 した.こ れに照せば

地上 にあ らわれた 民族 の うちかつて歴史悪を免れた民族が存在 したであ ろ うか."人 は 死

すべ きもの"に 照応 して"民 族 とは滅ぶべ きもの"を 根本命題 とす る哲学があ らわれない

だ ろ うか.こ れに反 し民族 の単元が水滴が大海 に投 入す るよ うに人類に解消 され る日が期

待 され るであろ うか.20世 紀 の終末が近 いているわた くしたちに解決を迫 まれ る課題は余

りに深刻であ る.
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Summary

InthispaperthewriterhastriedtostatetheprocesshowtheJewishinterestingene-

alogyhasbeenlostintheageofnewTestament.Andthenhegoesfurthertofiundout

themaincurrentofthoughtthatleadstothereasonthereof.Inconclusionhesuggests

thattheultimatereasonistheawakingoftheoriginalsinbothintheJewandinChris-

tian.


